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工　はじめに

これまでのテユーダー絶対王政期研究について振り返ってみると、その意義

の1つがイギリスの近代化の起源をそこに兄いだそうとするものであったこと、

他言を要すまい。とりわけ、 1950年代初めにエルトンが提唱した「テユーダー

行政革命論1)」は、その後の同時期に関する研究の基本的視角を定めたといって

よいであろう2)。かれはイギリスの近代化は、いわゆるホイッグ史家たちが主張

するように、ヘンリ7世時代から順調に進展していったわけではなく、へンリ

8世治世半ばの1530年代になって、クロムエル(Cromwell, T.)のイニシアテイ

ヴのもとに国政全体に大きな変革(かれはこれを革命的変化と呼ぶ)が断行さ

れたことを契機としたと論じる。前者を連続説とすれば後者を断絶説と見るこ

ともできるだろう。かれの議論は多岐にわたっており、ここでそのすべてにつ

いて紹介することはとうてい不可能であるが、かれの説の根幹をなしていたの

が、本稿の課題でもある国家統治機構、わけても財務行政機構の近代化の問題

であった。かれによれば、 1530年代以前に国政を基本的に運営していたのは、

中世以来、宮内府(the King's Household)であった。ところが、 1530年代に

入ると、まずイギリスは宗教改革によって、ローマ教皇庁と裸を分かちイギリ

ス国教会を確立し、国民国家としての体裁を整えていく。また同時に、行政機

構も整備され、中央集権的な性格を強めていくことになる。こうした国政上の

変化にともなって、それに関わる業務が複雑化し、業務量自体も急増したために、

従来のように宮内府だけで国政の運営を行なっていくことが難しくなっていっ

た。そのため、宮内府内部の諸機関が宮廷を出て(went out of court)個別の
T"



専門的な部局として機能するようになる。やがてこうした部局が宮内府からほ

ぼ完全に分化独立(したがって宮内府におけるように国王が部局の運営に直接

に干渉することはなくなる)しながら外延的拡大を示し、宮内府に代わって国

家統治の主導権を完全に奪うことになるのであり、以後ふたたび宮内府が国家

統治の中心に位置することはなかった。この一連の行政改革は、宮内府(ある

いは国王)から自律した部局(bureau)による支配(kratia)という文字通りの

意味で、国家統治機構の部局化あるいは国家官僚化(bureaucratization)を目

指すものであったのであり、エルトンが1530年代に「近代」の萌芽を見ようと

する根拠もまさにその点にあった。

以上のようなエルトン説を検討するにあたり、本稿では以下のような枠組み

を設定して議論を進めてみたい。まず本稿の基本的立場は、エルトン説では、

近代化の過程で国家官僚制的部局の果たした役割が積極的に評価される一方で、

宮内府の果たした役割がむしろそれに逆行するものとして、あまりに過小評価

されすぎているとするところにあり、それを宮内府の財務行政面から再検討し

ようというのがその目的である。これまでエルトンが宮内府の財務行政として

問題にしてきたのは、もっぱら16世紀初頭のチェムバー(Chamber)に関する

ものであった。そこで本稿では宮内府で財務行政に関わった家政部会計局(the

CountingHouse)、チェムバー(Chamber) 、プリヴイ・チェムバー(Privy

Chamber)を全体として捉え直し、また時期的にも財政機構が最終的に整備さ

れた16世紀半ばまで広げながら主に次の点について検討する。

まず第1にエルトンは1530年代を近代化の起点としてその重要性を強調して

いるが、はたしてこの時期を境に彼がいうように、それほどはっきりと国政の

運営が宮内府から国家官僚制的部局-と移行したのかという点である。

第2に国家財政機構を構成したチェムバーを初めとする宮内府と1530年代以

降に新たに設置された国家官僚制的部局とを二元論的に把握しようとする点に

関する問題である。すなわちエルトンは、宮内府は国王が直接に介入でき、非

公式で、未組織であるのに対して新たに設置された財政部局は非個人的、公式的、

専門的、官僚制的な部局として二項対立的に捉える4)。そして宮内府でさえも

1530年代以降に官僚制的な部局-と性格を変えていったという。そこで、宮内

府の実際の財政業務を検討した場合、果たして1530年代以降に宮内府は従来の
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テユーダー絶対王政期における宮内府(the King's Household)財戯11山'/.''ノ榊食言:

性格を全く失って官僚制化してしまったのか検討してみたい。

証1) Elton, G. R., The Tudor Revolution in Government (以下T.R.G.略記ノ,

(Cambridge, 1953), pp. 1-9, 424-26.なおエルトン説の全体像を知るのには以下

のエルトン論集が有益　Do, Studies in Tudor and Stuart Politics and Gover-

nment, vol. LE, III, F (Cambridge, 1974, 1983, 1992).

2)その後のエルトン論争の経緯については以下を参照。栗山義信「初期テユーダー

財務務行政に関する問題」 『西洋史学』 40号、 1959年;同「テユーダー行政革命

論争」 『史林』 49-3号、 1966年;越智武臣『近代英国の起源』ミネルヴァ書房、

1966年。 Starkey,D.,RevolutionAssessed　以下R.A.略記,(Oxford, 1986).

3)これまでChamberは国王私室や宮廷財務室などと訳されてきた。しかし後述す

るようにテユーダー期とくにヘンリ8世治世半ば以降になると、 Chamberは宮

廷儀礼の中心的な場となったため、国王私室としての同局の役割はPrivy Cham-

berに引き継がれ、また国家財政部門からも急速に後退し国王家政を扱う宮内府

の1会計部局へと復帰するOこのようにテユーダー期のChamberの機能はかな

り変化しており、敢えて訳せば混乱を招く危険性があるので、ここではそれをチェ

ムバーと表記し、同じくPrivyChamberもプリヴイ・チェムバーとする。

4)またエルトンは16世紀初頭の財務府とチェムバーの関係についても二項対立的に

捉える。すなわち、財務府の会計業務が中世いらい旧態依然としており、度重な

る戦争で混乱を極めていたことがチェムバー財務行政の展開の契機となったとす

る。そして1554年の財政改革によって再び国家財政運営のイニシアテイヴをとる

まで、財務府の役割が殆ど評価されていない。筆者は16世紀前半期の財務府の財

務行政を検討しながら、財務府がその間決して保守的で旧態依然としていたわけ

ではなく、状況の変化に応じて改革を繰り返しながら国家財政運営に関与し続け

ていたことを指摘した。たとえば拙稿「テユーダー前期財務府出納部の会計業務

について」 『西洋史学』 161号、 1991年;同「テユーダー前期財務府出納部の財務

行政一支払い指定制度を中心として-」 『史学研究』 194号、 1991年を参照。

Ⅱ　宮内府の財政組織

ここではまず宮内府財務行政の具体的な検討に入る前に、宮内府財政組織の

基本的部分について整理しておきたい。 (秦-1)はヘンリ8世時代の宮内府の

財政組織の概略である。宮内府は構造的にいうと、もともと2つの部分、すな

わち　Household (Downstairs, domus providencie)と　Chamber (Upstairs,
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domus magnificencie)か

らなっていた1)。まず前者

は執事長官(the Lord

Steward)の管轄下にあっ

て、宮内府全体の生活物

資の調達をまず第1の職

務としていた。この国王

家政部は、調理部(kitchen)

やパン製造部(bakehouse)

など7つの部署に分れて

表1ヘンリ8酎台世の宮内府財政組織の概略

C ham ber P rivy C ham ber

the Treasurer the G room of the Stool

the privy purse

the king's C offers

H ousehold

the C ounting H ouse

the Lord Stew ard,the T reasurer,

the C om ptroller,the C offerer,

clerks

ぉり、これら各部署の運営を統括していたのが会計局(the Counting House)

であった2)。この会計局は宮内府家政部の経理を実際に運営していた家政部金庫

役(the C。fferer of Household)'と数名の書記官たち、ならびにかれらより上

位に位置した執事長官、家政部財務官(the Treasurer)と家政部監査官

(Comptroller)から構成され4)、宮内府全体の経理部門を担当していた。この

ように宮内府家政部は、王室家政経済の運営の中心として機能していたのであ

る。これに対してChamberは侍従長官(Lord Chamberlain)の舶U下にあって、

もともと国王の私室・寝室として機能していた。ところがチェムバーは次第に

公式儀礼の場として公的な性格を強めていき、宮廷社会の中心として機能する

ようになっていく。そのためデューダ一期に入ってチェムバーの構造に大きな

変化が生じ、 1526年のエルタムの布告5)によって、チェムバーの機能が正式に分

化されることになった6)○すなわち、いわゆるチェムバーが公式儀礼の場として

公的な性格を強めたのに対して、国王の私的生活の場としての機能は新たに設

置されたプリヴイ・チェムバー(Privy Chamber)の管轄下に入ったのである7)。

このチェムバーで会計部門を担当していたのは、チェムバー財務官(the

treasurer 。f Chamber)であった。とはいうものの、家政部会計局の財務官た

ちが宮内府全体の経理を扱っており、公的な性格が強かったのに対して、チェ

ムバー財務官は、もともと国王の寝室に置かれた国王の私的金庫の管理を担当

しており、国王の個人的なサーバントとしての性格が強かった。たとえばかれ

は国王の口譲命令に基づいてチェムバー金庫のお金の受領・支払いを行なって
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おり、かれが扱った経費も国王の個人的な経費がほとんどであった。また彼ら

の帳簿も国王が個人的に監査を行なっていた8)。つまりかれの会計業務は財務府

にくらべて迅速性・簡略性・融通性をその特徴としており、のみならず財務府

の蛎からも全く自由であったわけだが、ともあれ、かれがこのように国王の個

人的なサーバントである限り、これらの点は国政上そう大きな問題とはならな

かった。一方、プリヴイ・チェムバーで会計業務に関わっていたのは、同局の

実質的な責任者であった宮内次官補(the Groom of the Stool)9)であったが、

かれが会計業務に関わるようになるのは、チェムバー財務行政の発展と密接に

関わっていた。ヘンリ7世治世晩年からヘンリ8世治世初期にかけてチェムバー

財務行政は急速に発展し、ついに財務府に代わって国家財政運営のイニシアテイ
<iW*M呂切

ヴを獲得するにいたる。そのためチェムバー財務官は次第に国王の内布金の保

管者としての本来の業務を果たせなくなっていく。加えてかれがこのころから

ウエストミンスターに留まって業務を行なうようになったことが、その動きを

さらに加速した。なぜなら周知のように、当時の国王は宮廷とともに王国内各

地を御幸していたため、かれがそうした職務を遂行することが立地的にも不可

能になったからである。そのためにへンリ7世治世晩年頃から、宮内次官補が

チェムバー財務官からその職務を引き継いでいった。彼は常に国王の側にあっ

て、国王の身の回りの世話をしていたことから、最もその職務に適していたと

いえる。このように、チェムバー財務官と宮内次官補が宮内府内で会計業務に

関わるようになるのは、国王の最も身近に侍す彼の個人的なサーバントであっ

たという点において仝くその契機を同じくしていた。また以下で具体的に検討

するように、両者が国王の内努金の保管者の域を越えて国家財政に深く介入す

るようになるのも、まさに国王がその性格を最大限に活用したことによるもの

であったのである。

註1)宮内府の構造に関する内部規定は早くも1130年代に作成されたとされるthe C。n-

stitutio Domus Regis, printed in Dialogus de Scaccario and Constitutio

Domus Regis, ed & trans. C. Johnson, (Edinburgh, 1950)に見られる。しか

しこのような宮内府の二重構造が制度的に完備されるのは、エドワード4世治世

の1470年代に作成されたとされる宮廷黒本(the Black Book of the Household

(以下BlackBook略記))においてであると考えられている。同史料ならびに
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その性格については、以下を参照。 Myers, A. R., (ed), The Household ofEd-

ward IV: the Black Book and the Ordinance of1478 (Manchester, 1959).

2)会計局の権限については、 Black Book,与76, 77, 78 (Myers, op. cit., pp.156-

165).

3) Ibid, § 73 (pp. 150-152).

4) Ibid,喜68, 69, 70, 71, 72 (pp. 142-150).

5)エルタムの布告については、 A Collection of Ordinances and Regulations for

the Government of the Royal Household (以下H. O.略記)、 (Society of

Antiquaries of London, 1790) pp.135-207.に収録された同布告を用いることに

する。この史料の性格については、 Elton, T. R. G., p.375,n.4.を参照。

6)プリヴイ・チェムバーの具体的検討は後述するとして、同布告の条項のうち.、チェ

ムバーに関するものが第46-51条に対し、プリヴイ・チェムバーに関するものが

第55-73条と仝条項の4分1を占めているoここからも、この時の宮内府の改革

における同局の役割の重要性がうかがえる。

7)プリヴイ・チェムバーの研究は黄近はじまったばかりであり、スターキーの研究

を中心としてこの時期の同局の姿が徐々に明らかになりつつある。 Starkey,D.

The King's Privy Chamber　以下P. C.略記.) , 1485-1547'(unpublished

Cambridge Ph.D.thesis,1973); Do, Representation through Intimacy　以下

R. I.略記', Lewis. I., ed, Symbol and Sentiments (London,1977); Do, Court

and Government　以下C. G.略記', in R. R., Chapter 2; Do, Intimacy

and Innovation: the rise of the Privy Chamber　以下1. 1.略記主1485-1547',

in Starkey, et al., The English Court, (London,1987); Hoak, D., The King s

Privy Chamber, 1547-1553', in Guth, D. J., et al., Tudor Rule and Revoluti-

on (Cambridge,1982).

8)チェムバー財務官のこのような性格については、以下を参照。 Elton, T. R. G.,

pp.25-28; Richardson, W. C, Tudor Chamber Administration (以下T. C. A.

略記.) , 1485-1547 (Baton Rouge, 1952), pp. 81、 131、 215、 230; Newton,

A.P., The King's Chamber under the Early Tudors', English Historical Re-

view, vol. XXXII, (1917), pp.362-3,368.

9) the Groomofthe Stoolは、もともとチェムバー内の下級宮内官伝room,)にす

ぎず、かれの職務は、主に国王の用便の世話・便器(Stool)の管理であった。ま

た同官職保有者の社会的出自もヨ-マンかせいぜい下層ジェントリの出身にとど

まった(Myers, op. cit., p.121; Starkey, P. C. pp.24-28, 252-3; Do. C. G.,

pp.32; Do, 7. /., p.78.)。しかし1526年のエルタムの布告で同職がプリヴイ・チェ

ムバーの実質的な責任者と規定されると同時に、その重要性もいっきに高まり、

同職は当時名門と目された上層ジェントリによって占められるようになる。こう

してチャールズ1世治世までに同職は宮内府階上部(Upstairs of Household)

において宮内長官・宮内次官に次ぐ高級官職となる(Aylmer, G. E., King's
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servant, (New York, 1961)、 p.206.)。そこで以下、便宜上、同職を宮内次官補

と訳しておく。

Ⅱ　チエムバー財務行政の展開過程

(1)チェムバー財政収入・支出規模

チェムバー財務官のもとへ、どれ程の金額が払い込まれ、またかれが支出し

たのかについては、すでにいくつかの研究によって、およその動向が明らかに

なっているので、ここでは極力その事実確認にとどめることにする。

まずへンリ7世治世におけるチェムバーの収入額を示したのが、 (秦-2)で

ある。1)それを見てまず注目されるのは、このわずか10年たらずの間に収入規模

が約6倍の増加を示し、チェムバーは国家財政収入の5分の4を占めるにいたっ

たこともさることながら、その間に王領地収入も着実に増加していることであ

ろう。2)その理由として、私権剥脱による所衝没収、ヨーク家からの所領の継承、

国王大権を強化し封建的付帯条件による収入を増加させるなどの政策に加えて、

これまで財務府の管轄下にあった王領地についてもチェムバー財政の中に組み

込まれていったことなどがあげられる。3)もちろん王領地収入の増加の試みは、

それ以前の時代にも度々みられたことであったが、殆どすべての王領地の経営

が財務府を介さずにチェムバー財務行政の中に組み込まれ、しかも財務府のよ

うな割り符制度によるの

でなく、現金収入が直接　　表2　ヘンリ7世治世のチェムバーの年平均収入

に国王のもとへ入ってく

るようなシステムが形成

されたという点において、

画期的なことであった。4)

一方、国家財政収入がこ

(単位:ポンド)

総 受領 額 土地 収入 額

148 7-89 年 17 ,0 00 3 ,000

149 2-95 27 ,0 00 l l ,000

150 2ー5 10 5 ,0 00 40 ,000

Wolffe, R. D., p. 204から作成。

のようにチェムバーの収

入への依存度を高めるにしたがって、当然のことながら、国王からの支払い命

令もチェムバーへと集中的に発せられるようになった。そのためにチェムバー
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からの支払い額も増加し、その支払い項目も国王の私的経費から国家財政その

ものに関わるものへと拡大していくのである(表-3)。5)

表3　チェムバーの年平均支出額(単位:ポンド)

1 5 0 5 -6 1 2 4 ,0 0 0 1 5 1 2 - 1 3 2 7 0 ,0 0 0

1 5 0 6 - 7 5 ,0 0 0 1 5 1 3 - 14 7 0 0 ,0 0 0

1 5 0 7 - 8 5 5 ,0 0 0 1 5 1 4 - 1 5 1 5 6 ,0 0 0

1 5 0 8 - 9 1 3 3 ,0 0 0 1 5 1 5 - 1 6 7 4 ,0 0 0

1 5 0 9 - 1 0 6 5 ,0 0 0 1 5 1 6 - 1 7 1 0 6 ,0 0 0

1 5 1 0 - l l 2 7 ,0 0 0 1 5 1 7 一18 7 2 ,0 0 0

1 5 1ト 1 2 6 4 ,0 0 0 1 5 1 8 【19 5 1 ,0 0 0

Dietz, op. cit., pp. 85, 90より作成。

(2)チェムバーの王領地経営組織

前節では、王領地収入の管轄が財務府からチェムバー-移ったことを契機と

してチェムバーの収入・支出の規模が増大し、チェムバーが財務府に代わって

国家財政運営のイモシアテイヴをとるようになったことを見てきた。しかし、

中世以来のチェムバー財務行政の歴史を概観してみると、チェムバーが国家財

政へ関わるようになるのは、なにもテユーダー絶対王政期に限ったことではな

かった6)。しかも、王領地収入の増加・回復の試みは、それまでにも度々行なわ

れてもきたのである7)。とすると16世紀初頭のチェムバー財務行政の歴史的意義

はどこにあったのかということになるが、それは以下の2点に集約できる。ま

ず第1に、チェムバーの国家財政-の関わり方が、これまでのように一時的あ

るいは非常時の措置ではなく、通常の国家財政運営-しっかりと組み込まれた

ことである。その最大の理由は、この時期に王領地経営組織が整備・拡大され

たことにあるが、とくにチェムバーと地方の王領地を仲介する中間管理職が国

王によって任命・派遣されたことが第2の特徴をなしている。これまでのテユー

ダー前期チェムバー財務行政史研究は、チェムバーにおける会計業務の変化や、

チェムバーの収支規模に議論が集中し、この中央と地方の結節点となっていた

諸官職の果たした役割、またかれらの新たな設置が中央のチェムバー財務行政

にどのような影響を与えたのかという点については、十分には論ぜられてこな
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かったように思われる。そこで本節ではこの問題について少し触れてみたい。

この中央と地方を結ぶ主要な官職として新たに設置されたのが、調査官

(surveyor)、監査官(auditor)、受領官(receiver)であった8)。こうした官職

はすでに、エドワード4世が王領地の管轄を財務府からチェムバー-移管する

のに合わせて、国王により設置されていたが9)、ヘンリ8世治世初期に発布され

た1連の議会制走法によりそれらが正式に認められることになった。この時ま

でに、王領地は`Spencer lands', `Warwick land'のようにいくつかのユニット

に区画整理され、それに基づいて調査官・監査官・受領官が派遣された10)。た

とえばへンリ7酎台酎こ、 J. Luthingtonは国王受領官に任命され`Warwick

lands', `Spencer lands', `Salisbury lands'内の各所領からあがる収益(all cas-

tie, monors, lordships, and possessions)の徴収に携わった。またR. Sheldon

とJ. Clerkが同地域の国王監査官として各所領のベイリフやLuthingtonらの会

計報告書の監査を行なった。そして、 J. Walshが国王調査官として上記の受領

官や監査官を監督し、各所領の運営の監視を行うといった具合であった11)。こ

の一連の措置は、王領地の経営を財務府から切り離して、国王が中央から派遣

した国王直属の官職者に任せ、国王の統制・監督権限を強めるものであった。

また各受領官たちがその収益を財務府を介すことなく、直接にチェムバー財務

官に支払うようになったことが、チェムバーの現金収入の規模を飛躍的に増大

させることになったことも容易に想像できる12)。

(3)宮内府の会計監査制度の整備

こうした地方における王領地経営制度の整備は、同時に中央の組織も王領地

経営全体を統括し、財務府の機能を十分に代替しうるよう法的・制度的に整備

していくことを必然化した。その際に第1の問題は、宮内府内部に総受領官、

総監査官、総調査官職(General Surveyor)を設置することであったが、総受

領官についてはチェムバー財務官がそれを兼ねることが正式に認められ13)、一

方、総調査官職は総監査官の業務も兼ねるかたちで設置され、事実上かれは王

領地経営において最高の権限を付与されるにいたった14)。第2の問題は国王が

常に王領地の経営ならびに財政状況を把撞できるような会計監査制度を新たに

確立することであった。チェムバーが国家財政に深く関わっていく以上、この

措置は当然必要なものであったが、r同時にへンリ7仕と違ってヘンリ8世が図
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家財政運営に直接関わることを嫌ったことが、この自律的な会計監査制度設置

の動きをさらに加速した。以下こうしてできあがった会計監査制度を簡単に示

せばこうである。まず国王受領官は自分の担当所領からの収益の徴収を終える

とチェムバーへ赴き、総受領官でもあったチェムバー財務官-それを支払ったo

その際にかれは支払いの証明として受領証(bill)をチェムバー財務官から発行

された15)。その後かれは国王監査官のもとに会計報告書や受領書を初めとする

付属資料を提出し、会計監査を受ける。監査が終了すると会計監査官は、その

会計報告書の摘要を作成したが、これが正規の会計報告書となった16)。かれは

所定の期日に財務府ではなく総調査官のもとに赴き、総調査官の面前で会計報

告の申告(Declaration of account)を口頭で行い、監査終了後に会計報告書を

かれらに提出して最終的な責任解除(discharge)を受けたのである17)総調査

官はそれをここではじめて羊皮紙に記入しそれを正式な記録として財務府監査

部へ提出する18)。そして財務府監査部で、パイプ・ロールへそれが記録されて

すべての手続きは終了する。

ではこの宮内府内部の会計監査制度と従来の財務府監査部におけるそれとで

はどのような違いがあったのだろか。まず何よりも、財務府のような複雑な手

続きと比較すると、かなり簡略な手続き方法をとっていたことが注目される。

すなわち、財務府の監査制度を複雑化させる大きな要因ともなっていた割り符

(tally)制度を輝用せず、また監査官が作成し提出した会計報告書の摘要が唯

一の責任解除の記録であり、財務府のようにいくつもの記録集に記録されるこ

ともなかったのである。実際にそれがどこまで効率的に機能したのかといった

問題は残るものの、少なくともその意図は法令に明記されているように「財務

府よりも迅速かつ簡略に国王収入の納入・会計幸陪が行なわれる19)」ことを狙っ

たものであった。

当時この会計申告制度が政府の中で注目されていたことは、 1519-20年にウル

ジが国家財政の建直しのために行なった行政改革の試みの中で、同制度を国家

財政組織全体に適用すべきことを提言していることからもわかる20)。すなわち、

その改革案によると、財務府大蔵卿(the Lord Treasurer of the Exchequer) ,

ランカスター公領大法官ならびに総調査官は年に1度、国王ないしかれが任命

した国王評議会のメンバーの前で会計申告を行なうことになっていた21)。また
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チェムバー財務官については、さらに厳密で、毎月会計申告を国王ないしかれ

の代理人の前で行なうべきことが提案されていた22)。チェムバーが国家財政の

イニシアテイヴをとる以上、.これは当然の措置であったといえるだろう。もっ

とも実際にチェムバー財務官が総調査官へ会計申告を行なった事実は、いまの

ところ1528年以降にしか確認できない23)。しかし、ウルジーの時代からすでに、

チェムバーを始め主要財政部局において、官僚制度の特徴の1つである文書行

政の整備、それにともなう部局の権限の明確化の動きが見られたことは十分に

確認できる。この国王ないし国王評議会議員たちへの会計申告義務はその後ク

ロムエルの財政改革期に新たに設置される増加収入裁判所や後見裁判所などに

も課され、さらには1554年の財政改革で再び国家財政運営のイニシアテイヴを

とることになる財務府の会計監査制度にも大きな影響を与えることになるので

ある24)。

(4)チェムバー組織の公式化の過程

エドワード4世やヘンリ7世が絶対王政確立の財政的基盤としてチェムバー

財務官を用いた理由、ないしはチェムバーが国家財政に関わる契機となったの

が、その非公式性や融通性にあったことは疑いない。しかし、ヘロンがチェムバー

財務官(在職; 1492-1521年)に就任し、国家財政のイニシアテイヴをとるよ

うになる1510年代以降に、チェムバーは急速にその公式性を強めていった。た

とえば、チェムバー財務官による支払いは当初、国王の口頭命令に基づく非公

式な手続きによる場合が多かっ.たのに対して、このころから国王の御璽令状(the

Signet Warrant)による支払いが一般的となり、正式な支払い手続きをとるよ

うになった25)。またその公式化の過程は、すでに検討してきた中央・地方での

王領地経営組織の整備の過程からもある程度まで説明可能だし、さらにそうし

た方策が従来のように国王の個人的な認可によるのではなく、議会制定法によっ

て認可され明確な法的地位を確立していったことからも明らかである26)。

したがって、かつてエルトンが論じたように、財務府や宮内府外の新財政部

局を非個人的・規則的・官僚性的であるのに対してチェムバーが個人的・非公

式・融通性を持っていたというような二元論的・理念的解釈は、実際の財政業

務の過程に照らして事実にそぐわないことになろう。またチェムバーの官僚制

化ないし部局化についても、エルトンがいうように1530年代に入ってから革命
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的に起こった現象ではなく、チェムバーが国家財政に深く関わる16世紀初頭か

らすでにかなり認められる現象であり、それがその時期にさらに加速したとも

のと捉えておきたい。そしてこのようにチェムバーが公式化し、従来の性格を

失っていったからこそ、プリヴイ・チェムバーにその機能が次第に移され、そ

こに同局が国家財政-深く関与する契機が生まれたともいえるのである。
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になった。

Ⅳ　プリヴイ・チェムバーの成立と展開

プリヴイ・チェムバーが、従来チェムバーで行なわれていた国王の身の回り

の世話を引き継ぐ形で成立したことはすでに述べたoしかし、その成立の時期

については、ヘンリ7世治世晩年の1490年代に初めてプリヴイ・チェムバー専

属の職員に関する記述が現われ、その責任者として宮内次官補の名前が見られ

ることから、ほぼこの時期のことであろうということ以外にはよくわかってい

ない1)。しかし、その後の同局の発展ぶりについては、 1526年に出されたエルタ

ムの布告に見られる同局のメンバー構成からも十分に読み取れる(秦-4)。そ

れによるとエクセタ-侯爵がメンバーに加わっていることもさることながら、

同局の近侍(Gentleman of Privy Chamber)に任命された人物は、いずれも上

層ジェントリであるとか国王の寵臣であったOへンリ7世治世には宮内次官補

と数名の宮内官とから構成されたに過ぎなかったことを思えば、その充実ぶり、

宮廷内における同局官職の重要性の高まりがわかろうというものである。

表4　プリヴイ・チ.ェムバーの組織表(1526年)

Total : 15名

th e M a rq u e ss o f E x c e tr e

6 g e n tle m e n : W . T ile r , T . C h e y n e y , A . B r o w n ,

J . R u sse l , M r . N o rr is , M r . C a ry

2 g e n tle m e n u sh e rs : W . R a t cliff, A . K n ic h g t

4 g ro o m s : W . B re r e to n , W . W e lsh , J . C a r y , H . B re r e to n

k in g 's b a rb e r : P e n n e

k in g 's p a g e : y o u n g W e sto n

(1) H.0.,pp. 154-5より作成。

(2) *は宮内次官補であったことを示す。
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ところで同局の近侍の1人でもあった宮内次官補は、プリヴイ・チェムバー

の責任者として同局の会計業務に関わっていたが、かれが主に扱っていたのは

国王内努金(Privy Purse)と国王金庫(King's Coffer)であった。それを時代

的にみると、宮内次官補はヘンリ8世治世前期には国王内衛金、そして後期に

は国王金庫の運用を桂子として王室家政のみならず、国家財政運営にも深く関

わっていくことになる。そこで以下、かれが両者をどのように運用していたの

かを検討しながら、このように設置されて日が浅く、しかも当初は王室家政に

関わる部局にすぎなかったプリヴイ・チェムバーがなぜ急速に国家財政運営に

関わるようになったのか、その歴史的意味について考えてみたい。

(1)国王内努金

(》　第1段階

へンリ7世治世晩年にプリヴイ・チェムバーが設置された時、宮内次官補職

にあったのはデニス(Denys, H.)であった。しかし、この時かれが扱っていた

国王内袴金に関する史料は殆ど残っていないために、その正確な中身について

知ることはできない。もっともそれが全く不可能というわけでもなく、たとえ

ばチェムバーの支払い記録が間接的な情報を与えてくれる。というのも、プリ

ヴイ・チェムバーの運営資金が、当初はすべてチェムバーからの資金提供に依

存しており、チェムバーから同局-支払われた金額のうちのいくらかについて

は、その支払い理由が示されているからである。デニスが在職中にチェムバー

財務官から受領した額は総額にして約2,400ポンド、年平均で約220ポンドであっ

た。またそれを支払い項目ごとにみると全部で約300項目にのぼる。スターキー

はそのうち支払い理由が確認できる113項目、総額417ポンドの性格について分

析している2)。それによると、当時デニスが国王内布金から支払っていたものが、

国王の施し(alms)や報酬(rewards)、国王のギャンブルの負債の返済、国王

の衣服や家具調度品の代金で占められていた。つまりかれが扱っていたのは、

国王の日常生活に関わる経費であったということであり、これらの経費は明ら

かにもともとチェムバーが扱っていたものであった3)。したがって、この時期に

国王個人に関わる経費の1部がチェムバーからプリヴイ・チェムバーへと移さ

れていったことを、この事実は示している。このように国王の個人的な経費が

プリヴイ・チェムバーによって扱われるようになった背景については、比較的
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零鋸こ説明できる。すなわち1つには、すでに触れたようにチェムバー財務官

が国家財政の運営に深く関わり業務量が急増してくると、これまでのように国

王内努金の経理・保管という従来の職務が遂行できなくなったことによるもの

であった。第2の理由としては、チェムバー財務官が業務効率の間蓮から次第

にウエストミンスターに留まって業務を行なうようになったことがあげられる。

当時の宮廷は常に国内を移動していたことからして、それはより決定的な意味

を持っていた。では、宮内府内部でかれの業務を代行できる人物はというと、

国王に常に付き従い、身の回りの世話をしていた宮内次官補よりも適した人物

は考えられなかったわけである。もちろん宮内次官補が扱っていたのは年平均

にして220ポンドたらずであり、同じ時期に年平均にして約100,000ポンドを扱っ

ていたチェムバー財務官とは、支払い額の点では全く比較にならない。むしろ

注目しておきたいのは、プリヴイ・チェムバーの財務行政は」すでにへンリ7

世治世末期からチェムバーの財務行政を切り崩す形で成長していったことであ

る。すなわち、チェムバーが財務府から国家財政運営のイニシアテイヴを奪い

っっあったのとちょうど同じ時期に、宮内府内部においてはチェムバーも国王

の個人的な経費、いってみればチェムバー財務行政の本質的部分をプリヴイ・

チェムバーによって奪われつつあったのである。事実、ヘンリ8世治世に入って、

デニスにかわってコムプトン(Compton, W)が宮内次官補に就任すると、そ

れを基盤としてかれの業務量は飛躍的に増大し、チェムバーからの自立化傾向

をも強めていった。この時期になると、チェムバーの支払い項目からはさらに

建築費・国王の負債の返済・宝石の購入代金が消えており、おそらくその多く

がプリヴイ・チェムバーに移ったものと考えられる4)。その詳細についてはここ

でもよくわかっていないが、たとえば、 1514-9年にかけてコムプトンがチェム

バーから受領した金額は年平均にして8,750ポンド、多い年には18,000-20,000

ポンドの金額を受領するほどに急増していたことが、その間の事情を説明して

くれるだろう5)。

このようなプリヴイ・チェムバーの財政規模の拡大は、一方で、国王の個人

的経費の増加、著修傾向を示すものでもあった。したがって、先にふれたウル

ジによる1518-9年の行政改革の意図が、まずこうした国王の個人的経費の増加

傾向に歯止めをかけるところにあったことは、すでにいくつかの研究で指摘さ
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れてきたとおりである6)。この改革の中でプリヴイ・チェムバーにかかわるもの

としては、チェムバーからプリヴイ・チェムバー-の資金供給は、毎年10,000

ポンドに限られ7)、宮内次官補は国王に対して毎月会計報告を行なうことを義務

付けられている点である8)。しかし、このような措置の背後には、ウルジの極め

て強い政治的な配慮が働いていたことも見逃してはならない。宮内次官補が財

政権限を拡大していったことで、宮廷内におけるかれの地位は急速に高まり、

宮廷内階層秩序に少なからぬ変化とそれにともなう衝撃を与えたはずである。

また国王の寵臣でもあったコムプトンが宮内次官補職の利点を最大限に活かし

て、かれの宮廷内における政治的影響力を拡大しようと試みたとも考えられる9)。

そうであってみれば、そのころ宮廷を牛耳っていたウルジが、コムプトンが将

来的にかれの最大の政治的ライヴァルになる危険性を見て取ったとしても何ら

不思議ではない。その意味からすると、プリヴイ・チェムバーの活動資金を

10,000ポンドにおさえたことは、ウルジのコムプトンに対する攻撃が一定の成

果を収めたともいえる。しかし、そのウルジにしても、プリヴイ・チェムバー

の活動を決定的に封じ込めることはできず、逆に同局がすでに宮内府内部で確

固たる地位を築いたことを認めないわけにはいかなかった。むしろ、それまでは、

あくまでも国王の非公式な財務官であった宮内次官補と国王内努金の存在が、

このように正式に認められたことによって、プリヴイ・チェムバーの財務行政

における国王内布金の役割がさらに重要性を増していく余地を与えられること

になったのである。

②　第2段階

1526年1月にコムプトンに代わってノリス(Norris, H.)が宮内次官補に就任

する10)。そしてかれの時代に、プリヴイ・チェムバーの財務行政における国王

内努金の重要性が最も高まることになる。幸いなことにノリスの作成した支払

い報告書については部分的に現存しており、 1529年11月から1532年12月までの

支払い項目とその額が月毎にまとめられている。そして各月の支払い総計が出

されたあとに、国王自身の署名がなされていることから、ノリスが毎月支払い

報告を国王の前で行なっていたことがわかる11)

さて、この3年2カ月の間にノリスの支払いは総額にして53,488ポンド、年

平均にして16,890ポンドと、かつてウルジが設定した10,000ポンドという支払
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い額の上限をかなり上回る形で増加したことが目にとまる。スターキーと筆者

の数値には多少の誤差は認められるものの、概算値としてはほぼ一致している

ので、支払い総額をかれに従って、 3つのグループに分類してその特徴を検討

してみることにしよう12)。まず第1グループは第1段階ですでに扱われていた

国王家政に関わる経費で約30,100ポンド(全体の56%)に増加していることが

注目される。中でも突出したかっこうになっていたのが宝石類購入費で11,300

ポンドに達した。以下、建築費の4,900ポンドと国王へンリ8世がギャンブルで

擦ったお金の返済費3,200ポンドが続いた。第2グループはおそらく1528年12月

31日から、ノリスによって初めて支払いが行なわれるようになったと考えられ

ている国王の個人的なお抱えの職員(falconers, huntsmen, musicians, fool,

etc.) -の賃金の支払いであり、 5,000ポンド(全体の9%)近くを数えた。こ

れは、宮内次官補がチェムバー財務官に代わって国王の家政費の支払い官とし

ての性格をより強めていったことを示している。しかしより注目されるのは国

政に関わる経費からなる第3グループである。金額的には16,800ポンドで全体

の31%とさほど多くはないが、むしろ間是はその経費の性格であり、このよう

に国王内努金が国政に深く関わるのはこの時期に限られていたという点でも少

し深く掘り下げてみる必要のある経費なのである。対外的な経費として主なも

のはまず1530年12月16日に、カレーの砦の維持費として1333ポンドが支払われ

ている13)。次に1532年12月5日にベネット(doctor B悶et)ら使節団のローマ教

皇庁-の渡航費として700ポンドが支払われている14)。この使節団は国王へンリ

が離婚の認可を受けるためにローマ教皇のもと-派遣した最後の使節団であっ

た点で注目される。一方、対内的な経費としてまず注目されるのは、 1531年3

月にウルジの逮捕に関わる経費として41ポンドが支払われていることであろ

う15)。額としては少ないものの、これは国家の最高機密に属するものであった

ことはいうまでもない。またこの時期宮内次官補は宮内府内部の各財務官への

資金提供さえも行なうようになっており、チェムバー財務官に6,143ポンド16)、

家政部金庫役に4,000ポンド17)、さらにホワイトホール宮殿の国王金庫管理官の

ァルバード(T. Alvard)に4,045ポンドの余剰金の支払さえも行っている18)。

これほどの国王内努金の資金の充実ぶりもかつては見られなかったことである。

ではこのような宮内次官補の財務行政の拡大をどのように理解すればよいの
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だろうか。まず支払い項目の中に新たに第2、第3グループが加わったことに

ついては、かつて第1グループがそうであったように、チェムバーの支払い項

目からプリヴイ・チェムバーの方-組み込まれたことによるものであった。こ

れはへンリ7世時代のチェムバーの支払い項目がこの時期にチェムバーとプリ

ヴイ・チェムバーに分けられたことを意味しており、しかもそこには一定の法

則性が兄いだせるのである。この時期のチェムバーの支払いは多くが国政に関

わる経常的な経費であり、中でも各種の役人の俸給、ステレオタイプ化した報

酬・施し・新年の贈り物・海外派遣大使の食費、さらに国土防衛に関わる経常

的経費がその半分以上を占めていた19)。一方プリヴイ・チェムバーでは主に非

経常的な経費が扱われており、その中には国王の個人的経費のみならず、新た

に機密性が高く緊急を要するような国政費が含まれていた。とすれば第2の問

題として、なぜ国政に関わる経費に関してチェムバーが経常的経費を扱い、プ

リヴイ・チェムバーが非経常的経費を扱うようになったのかが明らかにされね

ばなるまい。この点については、スターキーが両者の業務方法の相違に注目し

て次のような興味深い指摘を行なっている20)。すなわちすでにふれたようにチェ

ムバーは、国家財政に深く介入し経常支出を扱うようになると次第にその業務

が官僚制的な性格を帯びて公式化し、かつてのような非公式性、迅速性、融通

性を失っていった。そこでチェムバーが失った機能を補填するものとして、宮

内府内の国王私室であったプリヴイ・チェムバーが注目されるようになったと

いうわけである。同局の宮内次官補は国王にのみ責任を負っており、各種の支

払いについてもチェムバーのように正規の支払い令状によらず国王の口頭命令

によって行なうことも可能であったことから、まさにその職務にうってつけの

部局であったのである。そして最後に残った問題は、そもそもなぜ1529年11月

から1532年12月までの間にかけて、一時的にであれ国王内布金を通じて宮内次

官補が国政に深く関与することになったのかという点に関するものである。そ

こには当時の宮廷内部の政治状況が深く関わっていた。その際まず、この時期

はウルジが政治的に失脚した1529年10月からクロムエルが台頭してくる1533年

に挟まれたいわば政治的な空白期にあたっており、しかも国家財政の状態もか

なり逼迫していたことが考慮されねばならない。つまりこの時期は、国王へン

リが政治的・財政的な危機を乗り切るために自ら国政に深く関与することを余
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儀なくされた時期なのである。そこでかれは国政の運営に際して、ウルジから

財政運営の主導権を取り戻すとともに、かれの手足となって思うがままに働き、

しかも最も信頼の置ける人物として宮内次官補のノリスを用いたわけである。

国王へンリがこのように自ら国家財政運営に深く関わるのは、かれの全治牡の

中でもこの時期に限られていた。その徹底ぶりは、かれがこのノリスの会計報

告書を月毎に監査し署名を行なっていることからも窺える。このような国王と

宮内次官補の親密な関係は、かつてチェムバーが国家財政に関わる契機ともなっ

たへンリ7世とチェムバー財務官へロンとの関係そのものであった。つまりチェ

ムバーが官僚制的な性格を強めていく中で、かつての非公式な業務方法は失わ

れてしまったのではなく、国王内帝金や国王金庫の運営を通じて、プリヴイ・

チェムバーに受け継がれていったのである。

③　第3段階

宮内次官補が国王内布金をもって国家財政運営に深く関わることができたの

は、何よりも国王自身が財政運営の主導権を握り直接それに携わったことによ

るものであった。しかしそれは、 1533年以降に国王が第一線を退き、クロムエ

ルにそれを全面的に任せたとき、国王内帝金と国家財政の関わりが終蔦を迎え

ることの裏返しでもあった。クロムエルが政治的・財政的主導権を握ろうとし

た場合、まず国王との親密性、そしてそれを桂子としてハイ・ポリシイに深く

関わっていた宮内次官補ノリスに対する攻撃として現われたのは当然のことで

あった21)そこでかれはハイ・ポリシイに関わる非経常的経費をノリスから奪

いさった。そしてかれの政治資金を増加させるために、国王内袴金の収入源を

次々に奪い、かれ自身の金庫に編入してしまうのである。次節でもふれるように、

特に決定的だったのは、国王内密金の主要資金源でもあった国王金庫の資金の

流れを、かれ自身の金庫に直接に結びつけ国王内帝金の財政的自立性を奪った

ことであった。こうして第3段階に入ると、宮内次官補はあとに残された第1 ・

2グループからなる国王家政費を扱う宮内府の1部局-と復帰していくことに

なる。しかしこれをもって宮内次官補と国家財政の関わりが全く終わってしま

うわけではなかった。というのも宮内次官補はかれが管理していた国王金庫の

運用を通じて、これ以降むしろより深く国家財政運営に関わるようになり、ま

た政府の側もそれをうまく用いることで、 1530年代末から40年代にかけての財
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政危機の克服を計ろうとするからである。

(2)国王金庫について

国王金庫(King's Coffer)とは、一連の国王の宮殿内に配置された国王の個

人的な、したがって非公式な金庫のことであり、その中には現金などの貴重品

が保管されていた。テユーダー前期にそれを管理していたのは国王自身が行な

う場合を除くと、主に国王の信頼の厚い宮内次官補を始めとするプリヴイ・チェ

ムバーの職員たちであった。しかしこの時期の国王金庫の研究は始まったばか

りであり、まだ十分にその全容が明らかにされているわけではない。このよう

に研究が立ち遅れてきた理由の1つは、それについて語ってくれる史料が決定

的に不足しているということである。特に問題は最も規模が大きかったと考え

られる国王自身が管理する金庫はその性格上史料として残りにくく、そのため

にかれが他の人間にその管理を任せたときにその報告書の形で残っている断片

的な史料から遠巻きに類推するしかないという点である。このように慎重な検

討を要する国王金庫の間定を本章で論じきることは至難の業といわざるをえな

い。そこでその具体的な検討は別稿に譲り、ここではとくに本稿の課題である

国王金庫の運営を挺子としてプリヴイ・チェムバーが国家財政運営に関わって

いく点に話を限定して、全体を概観するにとどめたい22)。

国王金庫の存在は少なくとも15世紀にはチェムバー内部に確認できる23)。当

初この国王金庫は主に戦争などの非常時の支出に備えるための貯蔵金庫であり、

war-chestとしての性格が強かった。このような国王金庫の性格はヘンリ8世治

世初期まで変わることはなく、国王金庫とプリヴイ・チェムバーとの間にも特

別な関係は認められない。というのもこの時期のヘンリの主要国王金庫はカレー

にあり、当時フランス側から支払われていた1年に数万ポンドに達する年金収

入を主な財源とし、カレー城塞防衛の準備金庫として用いられていたからであ

る24)。

ところがウルジの失脚直後から国王金庫の性格に大きな変化が生じ、国政に

も深く関与するようになる。ヘンリのウルジに対する攻撃は、かれの政治生命

を絶つことにとどまらず、かれの所有したホワイトホールならびに同宮殿内の

財産をも没収してしまうほど激しいものであった。ヘンリはホワイトホールの

管理をウルジ時代に引き続いてアルヴァ-ド(Alvard, T.)に任せたが、かれ
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の管理した同宮殿内の国王金庫は、その莫大な財産に加えてフランスから支払

われた年金も保管されるようになったことで、いくつかの国王金庫の中でも一

機に主要金庫としての地位を占めるにいたった。幸いなことにかれが作成した

会計報告書のうち1529年10月9日から1531年4月21日にかけてのものが残って

おり、かれの貯蔵金の運用について興味深い事実を示してくれている。かれは

この時34,000ポンドを受領したが、そのうちの18,000ポンドを国王の指示に基

づいて国王自身や他の人々へ支払っている25)。このうち少なくとも1,000ポンド

おそらくそれ以上の額が、ノリス-支払われたと考えられている。しかもすで

にふれたように、この時期に国王内布金の支払い規模が激増し国政にも関与し

ていたこと、またチェムバーからの資金提供も1,000ポンドの資金提供を受けた

1529年6月以降には行なわれなくなったことなどの事実が26)、この史料の重要

性をさらに高めている。すなわちこの時期の国王内帝金を通じてのノリスの財

務行政は、チェムバーに代えてその財源の多くをアルバ-ドの国王金庫やおそ

らく他の国王金庫からの資金提供に依存しながら行なわれていたということで

あるOまた同時に、すでに検討したようにノリスの国王内衛金の側からアルバ-

ドの国王金庫の側へ余剰金の支払いも行なわれていた。スターキーの言葉をか

りれば、 ・いわば両者の関係はcurrent accountとdeposit accountの関係にあっ

たと言えるだろう27)。このように1529年から1532年にかけて、国王内努金と国

王金庫がプリヴイ・チェムバーを介して統合され、国王へンリはこの組織を通

じて財政的危機を乗り切ろうとしたのである。しかし、この点をあまり強調し

すぎると、この時期の国家財政の状態を見誤ってしまう恐れがある。というの

もこうだ1529年以前には経常支出はチェムバーの収入に基づいており、国王

金庫の貯蔵金は戦費などの非経常支出に限られていた。しかし、 1529年以降、

経常費の増大にともない、それをチェムバーの収入だけでは賄えなくなったた

め、国王は国王金庫の余剰金に手を出すことを余儀なくされた。こうして国王

金庫は国家財政運営の中心に据えられることになったが、あくまでもその資金

はフランス年金やウルジからの没収財産といった1度限りのものであった。国

家財政運営にとって、これほど不健全で危険な状況はないだろう。

このような財政的な危機状態も、クロムエルのイニシアテイヴのもとで断行

された修道院の解散とその所領の没収によって一機に解決されることになったO

・to
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かれのプリヴイ・チェムバーに対する対応の1つは、ノリスの活動からハイ・

ポリシイに関わる財務行政を奪い去ることであった。そしていま1つの方策は

ノリスの資金源でもあった国王金庫を自らの金庫に連結させ、かれの政治資金

として運用したことである。まず1532-3年にかけてかれは政治資金として、総

額33,063ポンドを受領しているが、そのうちの24,031ポンドがホワイトホール

などの国王金庫からの支払いであった28)。これまでクロムエルの行政改革が宮

内府に対して攻撃的であった面ばかりが強調される傾向があったが、その彼で

さえもかれの政治活動にとっての国王金庫の有用性を認め積極的に利用してい

たことは、このさい注目しておきたい。その後1536年以降になると、いわゆる

修道院領解散にともなう巨額の臨時収入が政府のもとに入ってくるが、それに

ともない国王金庫の規模もさらに大きくなっていった。すなわち修道院領の没

収財産を扱った増加収入裁判所(TheCourtofAugmentations)は、1536-

1547年にかけて178,000ポンド(仝支払い額の10c
J.C7.・-を国王金庫へ支払ってい
る29)。さらにこの頃までには当時の主要財政部局はいずれも国王金庫に対して

毎年支払いを行なっていた。たとえ融オ宝部(jewelhouse)は1538-40年にか

けて28,553ポンド30)、初年度収益・10分1税裁判所が1534-40年にかけて

59,139ポンド31)、財務府も同局の余剰金(年平均3,000-4,000ポンド)を支払っ

ている32)。さらに非経常収入として1540-45年にかけて議会課税収入のうち

96,000ポンド(全課税収入額の36.1が支払われている33)。したがって1530

年代後半以降の約10年間のうちに、国王金庫へ約390,000ポンドが払いこまれた

ことになる。そしてそのうちのかなりの額が、当時アルバ-ドの後任としてホ

ワイトホールの国王金庫を管理し、プリヴイ・チェムバーの近侍長(chief

gentleman)でもあったデイニイ(Denny,A.)のもとへ支払われた34)。最近

の研究によれば、デイニイは1542-47年にかけて約240,000ポンドを受領してお

り、そのうちの多くがたとえば1544年のスコットランド遠征用の軍事費などの

非経常費の支払いに充てられたと考えられている35)。いずれにしても、こうし

てヘンリ8世は、ノルマン征服以来の歴代国王の中でも最大の国王金庫を所有

するに至ったのである。

以上のことから国王金庫が国家財政運営に深く関わっていく過程については、

十分に明らかにできたものと思う。しかし、それにしてもこのような国王金庫
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の急激な膨張ぶりはいったい何を意味しているのだろうか。詳しい検討は別稿

に譲るとして、 1537年に作成された「財務行政に関する覚え書き」と称される

史料がその一端を明らかにしてくれる36)。そこでは、財務府、チェムバー、増

加収入裁判所を初めとする新・旧すべての主要財政部局に対して、すでに指摘

した年次会計申告書(the declaration of account)を作成し、経常収支の状況

ならびにその年の余剰金の額について会計申告することを求めている。その目

的は1つには国家財政の状態について正確な情報を入手し、次第に拡散していっ

た財政部局に対する中央統制を再強化するものであった。 2つめには、政府が

その情報をもとに、各財政部局-支払い令状を発行し、余剰金の国王金庫-の

拠出を求めることにあった。 1530年代末から40年代にかけて、度重なる戦争・

インフレーションによる物価高騰によって、国家財政の状態は悪化の一途を辿っ

ていったことはよく知られている37)。つまりそうした危機打開のための政府の

方策とは、国家財政機構内部のすべての遊休資金を国王金庫-なかば強制的に

集金し、非常事態にいつでも対応できる体制を整えておくことであったわけだ。

このように国王金庫は、国王の私的金庫としての性格、つまりその非公式性・

融通性・迅速性が最大限に生かされるかたちで国家財政運営の中核に据えられ

ることになったのである。

証1)その史料的根拠としてはArundel MS XVII2.が用いられているが、本稿では

Jeffrey, E., ed., The Antiquarian Repertory, vol. II. pp. 184ffに収録された

ものを参照した。この史料を巡っての詳しい議論については以下を参照。 Star-

key, C. G., p. 31-2; Do, /. /., pp. 73-5.

2) Starkey, P. C., pp. 357-61.

3) cf. Richardson, op. cit., pp. 130-1, 162-4, 219-33.

4) Starkey, C. G., p. 39; Dietz, op. cit., pp. 85, 88, 90.

5) L. P., vol. 2, ii, pp. 1463-4, 1466-9, 1471-4, 1480; Ibid., vol. 3, n, pp. 1535,

1538.

6) Newton, `Tudor Reforms in the Royal Household', in Seton-Watson, R.,

Tudor Studies, (London, 1970 (1924)), pp. 231-56; Elton, T. R. G., pp. 36ff;

Richardson, op. cit., pp. 233-6.

7) `to haue yerely from hensfurth brought and delyuerd to his awne propre

handes by Sir John heron Treasourer of his chamber-　for certeyne his ex-

tra ordinarie expensis to the somme of x ml li. - 'in BM, Cott. MS Titus
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B. i, fols. 188ff, item 1.

8) `two bokes be made wher in-　shalbe conteyned, the one to Remayne with

the kyng, the other with the said Sir William And monethly in the kynges

awne presence,entreys to be made as well of the said Receiptes as also pay-

ments', in Ibid, iteml2.

9)コムプトンの経歴、宮延社会内部における位置付けについては以下を参照　Ber-

nard, G. W., The rise of Sir William Compton.early Tudor courtier', E. H.

R., vol. 96, (1981) pp. 754-777; Starkey, Reign of Henry VIII, (London,

1985), pp. 68ff.

10) L. P., vol. 4, pt. 1, no. 2202/22.

ll) BL, Additional MS 20,030.ただし本稿では、ニコラスが編集した以下の書物を

用いることにする。 Nicolas, N. H., ed., The Privy Purse Expenses King Hen-

ry VIII (1827).

12) cf. Starkey, P. C, pp. 384-5.

13) Nicolas, op. cit., p. 93.

14) Ibid., p. 186.

15) Ibid., p. 115.

16) Ibid., pp. 19, 22, 24.

17) Ibid., pp. 30, 228.

18) Ibid., pp. 96, 116, 199, 228, 231.

19) Elton, op. cit., p. 152; Richardson, op. tit., pp. 221-3; Starkey, C. G., pp.

41-2; Do,1・ ∫., p. 95.

20) Starkey, C. G., p. 42.

21)この時期のクロムエルの財政政策については以下を参照　Elton, op. cit., pp.

139-59; Starkey, C. G., pp, 41-3.

22)以下の記述は、主に以下の論文に依拠している。 Starkey, P. C, pp. 393-413.

Do, C. G., pp. 43-6; Do, /. /., pp. 95-8; Hoak, D., 'Secret History ofTudor

Court: the King's Coffers and the King's Purse, 1542-1553', Journal of Brit-

ish Studies, vol. 26 (1987), pp. 208-31

23) Myers, op. cit., p. 121.

24) Dietz, op. cit., p. 101; Starkey, C. G., p. 43.

25) Sp 1/53, fo. 273. Cited in Starkey, P. C, p. 399; Do, C. G., p.43.

26) L. P.,vol. 5,p. 312.

27) Starkey, C. G., p. 43.

28)その内訳は、タワー金庫から18,991ポンド(L. P., vol. 6, no. 228; Ibid.,

no.717),ホワイトホール金庫から3,040ポンド(L. P.,vol. 6,no.228)、国王

内衛金から2,000ポンド(Nicolas, op. cit., p. 228)の収入が主要部分をなして
い>-
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29) L. P. vol. 13, pt. 2, no. 457/13; Ibid, vol. 14, pt. 2, no. 236/ll; Ibid, vol. 18,

pt. 2, no. 231/12; Ibid, vol. 19, pt. 2, no. 328/12; Ibid, vol. 21, pt. 2, no.

775.

30) L. P., vol. 15, no. 809.

31) Starkey, P. C., p. 407.

32) Ibid,, p. 407.

33) Ibid, p. 407.

34)この時点ではかれはsecond chief gentlemanでありdeputy groom of the stool

であった。このときの宮内次官補はfirst chief gentlemanであったT. Heneage

であった。デイニイは1546年10月にヒニジに代わって宮内次官補となる　L. P.,

vol. 21, pt. 2, no. 331/43, 634/1,648/60・

35) Starkey, P. C., pp. 408-10; Do, /. /., p. 97; Hoak, D., `Secret History of

Tudor Court: the King's Coffers and the King's Purse, 1542-1553', Journal of

British Studies, vol.26 (1987), pp. 208-31.

36) ・Memoranda concerning the financial administration, 1537', printed in Elton,

ed., The Tudor Constitution (1982 (1960), Cambridge), pp. 143-4.

37) 1540-50年代の国家財政の危機的状態と国家財政機構の改革については以下を参

照　Richardson, ed., The Report of the Royal Commission 1552, (West Vir-

ginia, 1974); Elton, 'Mid-Tudor Finance', Historical Journal, 20-3 (1977), pp.

737-40; Alsop, 'The Revenue Commission of 1552', Historical Journal, 22-3

(1979), pp. 511-33.

Ⅴ　む　す　び

以上のような16世紀前半期の宮内府財務行政の分析をふまえて、エルトン説

の再検討という当初の問題設定に立ち返ってみよう。

まずエルトンはチェムバーの公式化ないし部局化ならびに国家財政運営から

の後退という現象は、 1529年以降に急速に進んでいくとした。しかし、それは

実際にはもっと早く、ヘンリ8世治世初頭にチェムバー財務官へロンが国家財

政に深く関わる段階ですでにかなり認められる現象であった。もちろん1530年

代になってそうした動きが加速されたことは疑いの余地がない。しかし問題は、

ではその間に宮内府から従来のハウスホールド的会計業務方法が失われ、宮内

府が国家財政運営に関わることはなくなったのかと言う点であり、ここでプリ
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ヴイ・チェムバーの分析が重要な意味を持つことになる。すなわち同局は、チェ

ムバーからハウスホールド的な会計業務方法を継承しながら、国王内努金や国

王金庫を用いて国家財政に深く関わっていくのである。その点からすると、宮

内府の国家財政運営との関わりも、エルトンが考えた時点よりもかなり後、少

なくとも財務府に中央預金金庫(central deposit treasury)が設置され、国家

財政収入の余剰金の管轄が宮内府から財務府へ移る1572年ごろまでは認められ

るのである1)。またこのことは、同時に宮内府の会計業務の性格が多面性を持っ

ていたことも示している。したがって、これまでのように会計業務方法の比較

から宮内府と1530年代に設置される新財政部局を二項対立的に捉えるのは、あ

まり有効な方法とはいえないことにもなろう。

そこで最後に、こうした結果をふまえて、今後の課題について触れておきたい。

本稿の分析を通じて明らかになったことは、 16世紀初頭に成立したプリヴイ・

チェムバーが、それまでの宮内府の構造を大きく変化させ、その政治的・社会

的影響力も想像以上に大きかったということであろう。もっとも、同局の国家

財政運営との関わりは、結局のところ限定的で一時的なものにとどまった。と

いうのも、同局の収入は国王内衛金・国王金庫のいずれも臨時的な収入が殆ど

で、安定した独自の経常的収入を獲得することはなかったし、同局の用いられ

方も、国王にとって比較的自由な運用が可能であったことから、国家財政の危

機的状況を建てなおす際の非常措置としての性格が強いからである。したがっ

て、プリヴイ・チェムバー成立の歴史的意義は、さらに他の側面、つまり政治的・

社会的側面から検討する必要が生じてくる。たとえば、本稿でもたびたび指摘

した宮内次官補がなぜ急速に宮内府内部においてその地位を高めていったのか。

この間題については、同職が国王の身体に関わる世話をしていたことと、この

時期に成立する「国王の2つの身体」の理論との連関性の中で問われねばなる

まい2)。もしそうだとすれば、この時期の宮廷内階層秩序には、イギリス絶対王

政期に独自のコードが組み込まれていたということになる。このような宮内府

ないし宮廷社会の再検討は、行政史・政治史・社会史の結節点となる可能性を

秘めており、またともすれば官僚制度や近代化という視点に偏りがちであった、

イギリス絶対王政史研究にも新たな視点を提供することになるであろう。
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註1) Coleman, C, `Aritifice or Accident? The Reorganization of the Exchequer

of Receipt c. 1554-1572', in Starkey, et al., R. R., pp. 194-5.

2) 「国王の2つの身体」の理論については、以下を参照。 E・カーントロヴイチ/
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`The Financial Administration of the King's Household

in Tudor Period Reconsidered'

Taro INAI

In the study of the financial administration in Tudor period, the role of

the financial agencies which were established in 1530's and had the

bureaucratic characters, has been said to be very important. But, then, the

role of king's household has been under-estimated in the theory of `Tudor

Revolution.

In this article, I `11 examine the role of the king's household, espicially

king's chamber and privy chamber, in Tudor financial administration. As a

result, I'll insist that it was very important in the administration of public fi-

nance, mainly by 2 points as follows;

First, the king's chamber had already had the bureaucratic character to

administrate public finance in 1510's.

Second, though the accounting system of chamber became bureaucratic,

the flexible, undiiferentiated household system was never lost in the king's

household. That system was succeeded to the privy chamber. It played an

important role in the administration of public finance by taking full advan-

tage of the household system until 1550s.
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